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子 ど も と と も に

一"安 心"し て"愉 し く"暮 らす

有 井 悦 子

(有 井 小 児 科 医院 京 都 造 形 芸 術 大 学 芸術 学 部 こ ど も芸 術 学 科)

1.は じめに

京都の小 さな診療所の小児科医はお招き戴いて,大 変,気 が張ってお ります。随分以前に臨床心

理士会のシンポジウムで,拙 ないお話をさせていただきましたことを,今 回,企 画された松下先生

が,先 生御 自身の豊か さで,深 め,お 受け取り下さいました。本 日も率直に臨床 の中で思 うことを

御提示 し,ご 出席の皆様の各々のおちからを侍みにさせていただきたい と思います。

又,お 話の間,私 がずっと抱き続けている疑問も,心 に留めて下されば有難いです。それはサン

テグジュペ リの 『星の王子さま』の前書きの言葉"お となはだれもはじめは子どもだった(し か し,

そのことを忘れずにいるお となはいくらもいない)"と い うことです。おとなになってい くと,何 故

そんなにも子 どもの頃のお もいを忘れ,お となとしてしか子 どもをみられないのか,と い うことを。

私共は,不 安 と困難を 「子に出会 うきっかけ」にする仕事に就いています。子どもは病気や病的

状態にあっても自然治癒することが多 く,こ の間,私 共の役割は不安を軽減 し,困 難iに具体的に少

し手立てを講 じる事です。心身を併せて診療を行 う数少ない小児科医のひとりとして,子 ども,親,

まわ りの方々から教えていただいた大切なことを,是 非,お 伝 えしたい と思います。ご一緒に更に

歩を進めて,手 立てをとって下されば有難いです。子 どもたちは 日々育っていますので猶予はでき

ません。

五.子 どもの診療から

25年 あま り前から週1回,こ こ10数 年程は,午 後は全て,そ して,つ い先 日5月10日 からは,

風邪な どの身体が中心の一般診療を全部やめまして,心 身の困難の予約診療のみを行ってお ります。

始めは親御 さんだけの来院 も多いのですが,途 中か ら,子 ども自身も,来 院してくれています。

1.子 どものこころの困難

子どもはもちろん,と もに暮 らす家族,子 どもの傍の人々にもとてもしんどいものです。診療の

内容は,お 示 しいた します。いくつかが重なる場合が多 くみられます。

①心身症一身体疾患が心理社会的要因で顕れ るものです。様々な症状が主訴 とな りますが,特 に,

腹痛,嘔 気,頭 痛の頻度が高いです。"こ ころの病気"と 称されますが,私 自身は,成 長の過程で,

病的状態に陥っていると考えています。

②神経性習癖一チックや吃音,遺 尿,夜 尿,抜 毛な どで,脳 の生理的要因が明らかになってお り,
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それをコン トロールする部位が,心 理社会的要因の影響を受けます。

③精神症状一不安,緊 張や不眠など多岐にわた ります。

④行動化一不登園,不 登校,ひ きこもり,家 庭内暴力,学 級崩壊,い じめ,逸 脱行動,リ ス トカッ

トなど様々で,最 も多いものです。

⑤発達特性一多様な主訴で来院される未診断の例が とても増 えています。何かをキッカケにしてや,

密かに苦 しいおもいが続いている場合,二 次障害として,本 当に極端な身体症状や行動の著しい変

化で,困 りきって来院 されます。問診や生育歴などか ら"特 性"を 想定 して手立てを先にとり,良

い状態になり,親,そ して本人ともに自信がつかれてから,特 性がある可能性 をお示 しし,心 理ア

セスメン トなどを行い,診 断をお伝 えすることにしています。"早期診断 ・早期療育"が 強迫的な社

会の様相になっていますが,し んどい状態の渦中にある時に伝 えられる苦しみ,重 さをよく鑑みる

必要があると思っています。

⑥虐待一意外 と多く,手 立てのとりにくい極まった状況に苦慮しています。

⑦精神疾患一 うつ病は勿論,統 合失調症などは,わ かりにくい初期症状を出来る限 り早 くとらえて,

常に精神科に依頼するタイ ミングを逃 さないよう意識 しています。

⑧身体疾患一心身の要因か否か,慎 重な鑑別が必要だ と思います。先天性や進行性の身体疾患で,

こころの困難を伴 う場合などです。

これ らの診療を通 して,子 どもや青年達が人の中でやっていく困難を抱えている,社 会で生きる

存在である 『人間』として苦慮 していると強く思っています。 日常の,予 約診療以外の場面でも,

子どもも青年 も若い親御 さんたちも,人 の中でやってい くことに,し んどい思いをされていると感

じています。従って人の中でやってい くちからを培ってい くことが,広 く大きなテーマであること

を実感する日々です。

2.子 どもの身体とこころ

手立てを講 じていく時に,子 どもの心身をどう見ているかを,次 にお伝えします。

①心身一如である一子 どもは"未 分化なので心身一如"と 云われますが,そ れが正 しいのか今はま

だ科学的に十分には検証 されていません。けれども,こ ころのしん どさが身体症状によく顕れるの

で,手 立てをとりやすい と日々感 じています。

②防衛反応が働 く一症状は本人にとって苦痛ですし,親 には心配なものであることを十分慮って,

対症療法を行います。同時に子どもが暮 らしやすい環境を整 える手立てを尽 くしていると,症 状は

軽快 します。子どもは,"自 分を護 る力がよく働き,症 状 として顕われるので安心"と い う,お よそ

小児科医らしからぬ印象を深めています。

③環境に依存す る一環境にその生を委ねる日々の負荷がありますが,家 庭や園,学 校などの人の環

境を整えることにちか らを注げば,本 当に大きく奏効 します。

④成長発達す る一成長発達の過程での少 しの手立ては自然治癒力を目をみはるように働かせ,ち か

らをつけます。

これ ら①から④より昨今,EBM-evidencebasedmedicineが 重視されますが,子 どもの心身につい
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ては,同 じEBMで すが,experiencebasedmedicineも 大きく寄与するといえます。

3.子 どものこころの育ちの困難が教えること

経過中に,赤 ちゃんがえり,幼 児がえりといわれる退行がおこり"育 ちなおし"と も云われてい

ます。けれ ども,よ く育ってはいるけれ ども"今 少 し"の ところがあり,生 きづ らさとしてあらわ

れた時に,そ こを補 うとい う考えの方が子 どもの実状に合っていると思います。 しんどくなった子

ども達が,自 然の発達の"み ちすじ"に そって育つことの大切 さをくり返 しくり返 し教えてくれま

した。何故,自 然の"み ちす じ"に そって育ちにくい と思われますで しょうか。私は,広 く,社 会,

時代の状況が大きく変化 したことに依ると考えています。子 ども達は,「早 く,ま んべんなく上手 く」

と急がされ,歪 められ続けています。乳幼児期から,次 の段階の準備へ刈 り立て られ,今 をゆっく

り味わい,愉 しみ,醸 成することは出来ません。奈良女子大の浜田寿美男先生が仰言る"子 どもに

とっての子 ども時代の本番は,子 ども時代にある"の にです。そこに,環 境の影響をとり訳強く受

けやすい素因のある子 ども達が,困 難を抱える家庭環境にあった場合です。中でも感性豊かな,無

理しすぎる,が んば りすぎる,人 に気を使いすぎる,優 しすぎるな どの素因の子ども達です。

4.子 どもが育つ

心身の困難の予防,つ まり,よ く育つにはどうした ら良いのか,患 家の苦しみを通 してよく教え

てもらいました。そ して,こ れは又手当ての要点でもありました。先ず,

1)ひ とりのひととして尊重する

ひとりのひ ととして尊重す る一 当た り前のことですが,こ のことをすすめる1つ 目の大きな幸運

が巡って来ました。私共はprofbssionalで あらんと努めていますが,そ のprofbssは 「神の宣託」を

意味するとい うことをつい先 日,知 りました。子ども達のことを思っていると,神 様の思し召 しが

あ り,そ れに気付 くことが出来ます。私が診療所 を開設 した頂度その年,1989年"子 どもの権利条

約"が 国連で満場一致で可決 され,出 会 うこととなりました。理念を知って,条 約に照 らして,日 々

の診療を実践 しようと努めると,そ れまでは,知 らず知 らずの うちに子 どもを小さくて弱くて,護

らない といけない存在だとみていた事に気付かされま した。

次に述べます ことを心に置いておくと,具 体的な手立てとな りま した。

①心を:ま ず 「大切に思っている」と伝えます。御存知のエ リクソンのい う 「基本的信頼感」を培

うことをはじめとして心理発達の礎となることです。多 くの親は,大 切に思っていることは,当 然,

子どもはわかりきっていると思ってお られますが,子 ども達は,不 安で不安で仕方ありません。診

療の中で子 どもとだけの時間を用意すると 「自分なんか要 らん子や」「親には絶対内緒やけど,死 ん

でしまいたい」と,本 気で思っている子が少なくないことに,胸 が塞がれ る思いが します。いい子

でない,頑 張らない"あ りのまま"の 存在そのものを認めてもらっているとい う手応えを得ている

子は,極 めて少ないと思います。「親に認 められたい」「親に大切に思われたい」と,自 分を追い込

んでいる子 ども達には,黙 っていては全 く伝わらず,も どかしい限 りです。親御 さんが,乳 幼児期

から言葉や,態 度,身 体のふれ合いなど,伝 えることに手を尽 くして下 さればと希います。
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②信頼を:子 どもは凄いちからを持っています。自分の存在に自信をもって"安 心"す ると,遺 伝

子に組み込まれているのかと思 う程,ど の子 も,生 活,行 動を自分で修正 します。そ して,好 きな

こと,や りたい こと,希 望の道を見つけ,そ れに向かって,目 をみはるような努力をするところを,

あまた見せてもらいま した。失礼な表現をしますが,"子 どもは侍むに足る存在である"と の確信を

深めています。

それか ら,子 どもの話をよ一く聴く。大人は子どもが話出すと,一 方的に,諭 そ う,知 恵を貸そ

うと,す ぐに,話 をとってしまいます。けれ ども,子 どもはよく観て,よ く考えているのでよく耳

を傾 けると感心させ られ,教 えられます。聴いてもらった子 ども達は,存 在の自信を増 して育ちま

す。

③休息を:生真面 目な国民性 と教育の故で しょうか,休む ことをよしとしない社会風土があります。

しんどくなる子 ども達 と,そ の親御 さんはとり訳,生 真面 目な方々が多い,ゆ っくりすることを受

け入れ難い傾向があ ります。けれども,し んどくて回復す る経過で,人 の育ちに"休 息"す ること

の大切さを教えてくれました。

④愉 しむこと:同 じように,勤 勉 に学び,働 くことが先ずあって然るのちに愉 しむことが位置づけ

られています。 しんどくなった子ども達は,愉 しむことは,人 生に必須のもので,心 から"あ あ愉

しい"と 思える時間をすごす ごとで,エ ネルギーが どれだけ充ちるか とい う大切なことを教えてく

れま した。"エネル ギーが充ちる"と い う表現は,医 学や心理学的に相応 しいのか どうかわか りませ

んけれ ど,子 どもの傍にあるとそ う思えて来ます。

手当ての場合 も,ど の子 も,大 切な存在であるとい う自信をもて,任 せ られ,話 を聴いてもらっ

て,安 心 してゆっくりすごせ,愉 しい時間を重ねると目をみはるような動きをみせるよ うになって

行きます。

例えば,不 登校の場合でも,焦 らず ともにあると,そ の子のタイ ミングで本 当にや りたいことが

出て来て,霧 が晴れるように,希 望の進路が立ちあ らわれて来ます。 しんどい間につけて来たちか

らで,そ の子に合ったや り方で努力を始めます。私共では,10年 程前から,不 登校や発達特性の

併存,二 次障害で集団生活を送 りにくく学習が進め られない子ども達に家庭教師を派遣 して来ま し

た。人 とともにすごすのが難 しい状態の子 ども達に合わせて,心 理院生や臨床心理士,医 学生など

が,途 方 もないブランクを越えたり,特 性に合わせた導き方で,こ れまでに50人 位を手助けしてい

ます。 しんどい間に,は っきりして来た希望の道に,雄 々しく進んでい く姿は,子 ども,青 年のも

てる,つ けていく,発 揮するちからの素晴 らしさを教えます。3年 前からは,臨 床心理士が室長と

して学習サポー ト室を組織化 し,丁 寧に患家の希望に応えることを目指 しています。

2)こ ころの困難への手当て

よい子育てを しよ うと肩に力を入れすぎないでも,十 分に育ちきれない,困 難に陥った時は(1)

子どもがちゃあんと示 してくれます。①症状や②いつもと違った り,年 令不相応 の態度,行 動,又

は③急な変化 として。その時に丁寧に軌道修正した り,心 を砕 きます。大人にとって困った症状や

変化がある時は,当 事者の子 どもが本当に困っています。 この時こそ,親,大 人が理解 しようと努
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め,手 立てを講 じる,最 も必要とされる出番にな ります。子 どもの しんどさに想像力を働かせ,よ

い手助けをしていく時,(2)常 識,正 論,理 想論を傍に置いて虚心に,子 どもの様子を見て,話 して

くれる雰囲気を用意すると,"子 どもの今"に そ ぐうことになります。

皿.親,養 育者のちか らを発揮する

常々,子 どものちか らを発揮 させる親や養育者のもつちからに,本 当に,敬 服 しています。まわ

りの人々が,相 当の手助けは出来るとしても,親 や養育者のそれには及ばないと思っております。

従って,私 共の担 う最も大切な役割は,そ の方々が,ち からを発揮 しやすい手助けだと思います。

そのためには,先 ず子育ての現状を少 し考察 します。

1.子 育て

小児科医 としては"愉 しい!"と 申 し上げたい ところです けれ ども,現 実には,残 念 乍 ら

大きな不安や困難 を伴います。 一般 に 「イヌやネ コで も子育てす るのに」 とい う年輩の方 々

からの弁も多 くあ りますが,文 明が進歩 し,本 能だけでは子育て しにくくなっています。若い親達

は,兄 弟姉妹 も少なくそれまでに,子 どもに触れた り,世 話をした り,実 際に子どもと過 ごした経

験も少ないままに親 になります。又,国 語や算数,は ては難 しい物理や化学まで学校で学ぶのに,

本当に大切な,ひ ととい ういのちを育てるのに必要な知識や術は,ど こに於ても学びません。子ど

もが出来ない,子 どもを持たないとい う人 も,社 会で ともに暮 らす子 ども達の育ちについて義務教

育の期間に学ぶ機会を是非にと思います。その上,核 家族 と云われて久 しいのですが,家 庭や地域

に,教 え導いてくれる人も,手 伝 って くれる人も得 られない現状があります。最近は,近 くに祖父

母が居ても忙 しく働いていたり,「昔とは違 うから若いもんには口出しせんとこ」と,遠 慮して距離

をおかれる場合 もよく目にします。このことをふまえて,ど う"と もにあるか"を 考えます。

2.と もにある

1)想 像力を働かせる

想像力を働かせやす くするには,知 る,知 っている材料を増やすことも必要だと思います。

「あなたの気持 ちはわかる」とい う表現が使われがちで,人 は状況からつい思いこみをしやすい

ですが,人 のこころはわかりません。わかろ うとちか らを尽 くすことが,と もにあることの大切な

要素であると考えるに到 りました。それについても,二 つ 目の大きな幸運が巡って来ました。

2000年,臨 床心理士さんを診療所に派遣 していただこうと,ご紹介で伺った大学の心理学教室で,

2年 間,研 修員をさせていただく機会に恵まれました。それまでは,職 業柄子ども贔屓の小児科医

は,子 どものしんどさがわからないで,子 どもを更に追い込んで しまう親や先生方 と,一 緒にやっ

ていき乍 らも,こ ころの内では責める気持を抱き,表 わさないよう努めていました。けれ ども,カ

ンファランスなどで青年,大 人,親 達の生きづらさや,甚 だしい苦 しみを識ってか らは,そ の生い

たちや,お かれている今に,想 像力を不十分乍ら働かせるようにな りました。子どもを可愛く思え

ないことに罪悪感 を抱いている親の苦悩や,産 后 うつ病で苦しくて苦 しくて子どもを思わず叩いて
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育てて,子 どもが長 じて,逆 襲される親の哀 しみな ど,よ くお話を聴かせていただ くと,想 像 しや

すくな り,自然にともにあることに近づきました。親 自身の苦 しみにも,並 行面接などをお願い し,

親がラクになっていかれると,子 どもは,安 心して,佳 い変化,発 達をみせました。子 どもとだけ

でなく親 とともにあろうとす ることは,親 とだけでなく,子 どもとの信頼関係 を深めました。

2)焦 らず,傍 らにある

多くの親は,これまでの育て方,今 の子 どもへの手立てのとり方に罪責感を抱いて来院 されます。

親がその時々の精一杯で子育てをして来 られた努力を労います。そ して,子 どもの間近に居て,近

すぎるので子 どもの様子がわからなくなっていた り,親 だからこそ子 どもの将来が心配なあま り焦

って しまわれ るのは当然であることを伝えます。そ して,ひ との生い立ち,考 え,お もいや生き方

は,実 に各々ですので,本 当の意味で,"共 感"す ることは難 しいと思います。来 し方,今 のちか ら

尽くしを肯定す ると,自 然に敬意を表するようになれるよ うです。

親に,具 体的に子 どもの様子で"だ いじょうぶ"と 思える材料をお示 しし,持 てる情報を提供 し,

その上で,こ れから苦慮もともにしてい く約束をします。"安心"は,親 が親であることの持つちか

らを発揮 させます。又,具 体的な見立ても伝えます。 とり訳,子 どものよい資質を見出してお伝え

すると,現 状の困難が甚だしいので混乱 して,焦 り,わ かりにくくなっていた佳い資質に納得 して

安堵されます。案外,親 は以前には気付いて誇 らしく思っておられた子 どもの資質を思い出されま

す。例えば,二 次障害をお こして,困 りきっておられる発達の特性のある子 ども達の,感 情の豊か

さや,記 憶力の素晴 らしさや,ア イディアの独創性や,や り続 ける根気,更 に,生 真面 目さや,優

しさも,で す。

又,こ れまでの経験を総動員 してスモールステップで進んでいけば,確 かな変化,成 長発達が望

めるとい う肯定的な部分の見通しをお示 しします。"もっと良く"と 思いすぎる親に,子 どもの小さ

いけれ ど確かな変化 を見逃 さず重ん じて,そ の変化がおこるに到った,水 面下の親のこころを砕い

た努力を言葉で労います。仕事は,努 力をしても報われるとは限 りませんけれども,子 育ては,方

向が適当であれば,親 の苦労は,十 分報われ,確 かに子 どものちか らをつけることをお示 しするの

も,大 事だと思います。

3)無 理をせず

子どもがしんどい時に,親 がよい親であらねばと,腫 れ物に触るように気を遣い,息 をひそめて

暮らしていると,子 どもは更にしんどくなり易いようです。多くの子 ども達が,自 らの現状の情け

なさに苛まれ,親 への申し訳なさに,自 虐的になった り,逆 に,攻 撃性が目立って くることがあ り

ます。親が無理 しすぎず,思 わず出て しまった言葉や とってしまった態度が,子 どもの今にそぐわ

なければ,言 葉,様 子,言 動で示して くれますので,親 子だからこそ謝ったり,修 正 したりする機

会は得 られます。 日々の暮 らしで,無 理 しすぎると苦 しいので,続 きません。

4)愉 しいことを

一9一



母親達は,仕 事を辞めて子 どもの傍にいて何か手助けした方が良いのではなどと悩まれ ることも

あ りますが,子 どもは親が自分のために,や りたいことやキャリアを諦めることは,望 んでいませ

ん。又,し んどい渦中にあっても,あ ればこそ,親 が趣味や好きなこと,外 出を愉 しむ ことを,子

ども達は喜んでくれ,健 気です。

5)子 どものおもいを伝える

子ども達はどの子も,親に大切に思われたい と希いつつ,親 のことを本当に大切に思っています。

子どもが しんどい時,親 は子 どものサン ドバ ッグにされることは往々にしてあ りますので,親 への

おもいは,本 当にわかりにくく,「子 どもなんかを持つんではなかった」とさえ云われることさえあ

ります。子 ども達のおもいを,私 共が親に伝えることで,親 の大変な労苦は報われます。

これ らを通 して親 自身が大切な人として遇 されているとい うことが伝わることが手立ての要だと

思います。

3.協 働

1)先 生方とつなぐ

先生方は,学 校に来させて教 えるのが大きな使命ですので,不 登校などの場合,子 どもや親 と齪

酷を生 じやすいのは当然です。又,集 団でみておられ,指 導内容も膨大なので,残 念乍 ら,子 ども

のひとりひ とりがわか りにくいとい うことも重な ります。 これらを親 と共有 して,子 どもを中心に

双方が働きあえるよう,親 を勇気づけ,そ の方策をともに悩みます。これからの子 どもの人生を長

いスパンで考えられな くなっている双方に,そ れで今,ど うするのかの視点を持つ手助けは,大 切

です。

2)心 理

身体の手当てや,環 境の調整 を行い,子 どもや親が,納 得 され希望 され るタイ ミングをはかって

心理療法を依頼すると,継 続 して,大 きく人生に寄与 します。

3)行 政,福 祉,司 法,医 療

築いたネ ットワークは,患 家に有用であることは勿論,自 分自身の大きな"安 心"と なり他の専

門の方々に学ぶことも又,大 変大きいです。

W."安 心"し て"愉 しく"暮 らす

ひとが暮 らしていくこころの礎 と目されるのは,"安 心"で あり,更 に"愉 しく"刻 々を重ねられ

るようちからを出し合いたいと思います。

1.手 当て

充実するには,仲 間を増やす努力は,先 ず必須であると思います。例えば,小 児科医の場合,心
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身を併せて診療する仲間が増えるよう症例検討会を積み重ねています。身体症状の初期対応を行 う

小児科医が専門家につなぎやすいよう紹介先のリス トを作成 し,配 布 しています。他職種の実習 ・

見学はおおいに歓迎 しています。

2.予 防

1)教 育

効果の大きさを思い,こ ぞって担 う必要があ ります。

①家庭教育,② 乳幼児に関わる専門家に,③ 妊娠 中の講座,④ 子ども自身,若 者に。

2)社 会への提言

特に心理学の分野では,個 別性が重視 され る故で しょうか,主 として治療にちか らが注がれます

けれども,そ こで得 られた大切なことを,社 会に提言 して下さると,ど れだけ,人 々の暮 らしやす

さが進むことでしょう。

V.お わ りに

子どもや親のためにちからを尽くすことを私共は志 しがちですが,子 どもも親 も,そ して先生方

も,各 々ちからを持ってお られます。知識 と技とこころをもって"傍 らにある"と い うあり方が良

いのではと私 自身は思っています。ちからを尽 くす とすれば,子 どもは親を本 当に大切に思ってお

り,親 も又子 どもを大切に思っていることが,双 方に伝わるよう手助けす ることか と思 うに到 りま

した。このポイントをお さえてあとは,そ れぞれの人々の発揮するちからを侍みに,と もにあって

ぼちぼちい くことではないかと思ってお ります。
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